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［研究の背景］
　昨今、国内の日本語学習者は増加傾
向にあり、地域日本語教育のニーズが
高まってきている。地域の施設・団体
で学んでいる学習者は国籍やレベルが
多様なため小規模単位による学習が望
ましく、日本語ボランティアの養成は
急務となっている。尼崎市でも技能研
修生を中心に主にベトナム人やネパー
ル人の居住者が増えてきており、国際
交流協会や公民館日本語教室には待機
者も出て効率的なボランティア育成が
急がれている。
　本学総合生涯学習センター公開講
座「日本語を学ぼう、教えよう」は日
本語ボランティアの養成を視野に入れ

2008 年から開設されており、修了者
は現在 280 名を超えており尼崎市国際
交流協会を始め近隣の公民館日本語学
級でボランティア講師や学級代表とし
て活躍する人も出始めている。また、
グローバル人材の育成や生涯学習の必
要性が叫ばれる中、地域の国際交流活
動や生涯学習の学びの場に学生が参加
することも必要になっている。
　
［研究の目的］
　尼崎市の日本語教育のニーズを調査
し公表する。方法は日本語教室で講師
や学習者にアンケートを実施し、教育
上の問題点を精査する。調査資料の分
析結果は貴重なデータであるので関連
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機関に周知し、ニーズを公開講座内容
にフィードバックすることで、より効
率的なボランティア養成を目指す。
　尼崎市の日本語クラスの国際交流活
動や本学公開講座に学生が参加し経験
値を高める。交換留学生や ESS 部員、
国際交流研究会の学生を中心に地域の
日本語クラスを見学・参加し、活動体
験を総括する。
　
［平成 26・27 年度活動報告］
① 6 か所の日本語教室のボランティア
の先生方と学習者を対象としてアン
ケートやインタビューによるニーズ調
査を行った。
②調査結果を講師側と学習者側でまと
めた。

〈講師の日本語教育に関する問題点〉
・ 非漢字圏出身者に対する漢字教育が

難しい。
・ アジアの特定の地域では、声調言語

であるため、音声指導が難しい。
〈学習者の日本語学習に関する問題点〉
・ 送り仮名や漢字の音読み、訓読みが

難しい。
・ 擬態語を中心に感情感覚表現が多く

難解。
③調査結果を図表にまとめ協力機関に
配布。また、ニーズ内容を講座内容に
フィードバックし、教材にも修正を加
えた。
④市国際交流協会、武庫日本語学級に
学生が参加し地域の外国人および公開
講座修了者のボランティア講師と交流
した。
　
［研究の成果・今後の課題］
　ニーズ分析によって問題点を明らか
にすることができた。ニーズを講座に
還元することにより、今後も地域日本
語教育の充実に貢献できると考える。
より多くの学生に日本語学級の授業や
行事に参加してもらい、人的交流をさ
らに広げていく必要がある。
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